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プロフィール
• 昭和60～62年
静岡県立浜松西高ボート部 インターハイ出場
ポジション コックス

• 平成６～９年
浜松市立豊西小学校 勤務

• 平成10～15年
浜松市立入野中学校 勤務
うち13～15年 ボート部顧問
平成10年～ 浜松ボートクラブ佐鳴会所属

• 現在
浜松西高等学校・中等部 教諭
同高等部 ボート部コーチ



プロフィール 続
• 現在

– 県立浜松西高等学校・中等部 教諭

– 公認ボートＣ級コーチ

– 日本ボート協会普及委員→競技力向上委員に

– 全国中学ボート連盟 ホームページ担当

– 静岡県ボート協会 普及委員長

– 浜松ボートクラブ佐鳴会 事務局・広報



１．公認・認定指導者資格

資格 公認ボートコーチ

（〃上級コーチ）

公認ボート指導員

（〃 上級指導員）

認定ボート・

インストラクター

認定・

養成機関
日本体育協会

日本ボート協会

日本体育協会

日本ボート協会

都道府県ボート協会

日本ボート協会

都道府県ボート協会

指導対象 ・競技者（上位）

・全国～国際大会

・競技者（基礎）

・地域大会

・初心者

・市民レガッタ

受講資格 ２０歳以上

競技・指導歴３年以上

１８歳以上 １８歳以上

講習時間 共通ⅠⅡⅢ 約１５３ｈ

専門科目 ６０ｈ

共通Ⅰ ３５ｈ

専門科目 ４０ｈ （計４日）

集合 ８ｈ （計１日）

更新 ４年内に義務研修 ４年内に義務研修 （４年間）









参考 有資格者数

コーチ 指導員 イン
ストラ
クター

合計
上級 コーチ 計 上級 指導員 計

64 203 267 4 104 108 213 963

指導員
18%

インストラ
クター
36%

コーチ
46%

コーチ

指導員

インストラクター



３．現在の課題

競技者・指導者の願い

日本のボートをもっと強く、楽しくさせたい！

↓

ボートの楽しさ・厳しさを最もよく知るのは

競技者たちではないか？

↓

だから競技出身者に資格を取って指導者になってほしい

↓

【実習１】

「有資格指導者を増やすにはどうしたらよいか」



【実習１】

「有資格指導者を増やすにはどうしたらよいか」

～なぜ増えないのか～

あなたの経験や考えを挙げてください

視点① 現在の「日本のボート」の問題点は何か？

視点② 資格取得を希望する指導者が増えない
のはなぜか？

個人１５分→ グループ内発表１０分 →代表発表５分



コーチ 人数

１ 東京 ２８

２ 埼玉、静岡 １８

３ 滋賀 １６

４ 愛知 １５

５ 富山、大阪 １１

指導員 人数

１ 岐阜 １７

２ 愛知 １５

３ 岡山 １０

４ 長野、新潟、静岡 ７



【制度が抱える課題】

• 資格保有者がメリットを感じないこと

資格を持つことで何を得る？
「国体監督」の資格となる、だから？

「資格を取ろう」と思う指導者が少ないこと



【競技が抱える課題】

• できる場所が限られること

• 道具が高価であること

• 安全管理が難しいこと

「大人のスポーツ」であること



【指導者の抱える課題】

• 有資格指導者が少ないこと
– 日本ボートとして、統一性に欠ける指導

• ボートの魅力を知らない、伝えられない
– 学校部活動の指導者は競技経験者が少ない

• 指導者が認められにくいこと
– 勝った指導者 → 代表監督になれない

日本のスポーツが「学校スポーツ」に依存していること



課題解決への糸口

○究極の団体競技である
・チームワークこそ全て

○道具がなければできない競技である
・競技ができる水域、艇・オールがある

○誰にでも平等に勝つチャンスが与えられる
・練習がものをいう競技である

※この競技を「やってみたい」「やらせたい」と
いう根っこはどこにあるのか

それがボート競技の未来を拓く大きな鍵であることを全ての指導者が共有したい

①ボート競技の特性、競技の魅力を次世代へつなぐ



課題解決への糸口

○資格を持つことにメリットがある（時間をかけ、費用をかけ
てでも）

・ハード的な利益がある･･･「モノ・褒章」が与えられる

・ソフト的な利益がある･･･「考え・アイデア」が与えられる

・社会的に認められる･･･ 日本代表コーチになれる、会社

の公休対象となる

※現在の更新講習にメリットはあるのか

を考えておきたい

②「資格を取ろう、更新したい」と思わせるシステム



課題解決への糸口

○指導者になることにメリットがある← ①

○水域をファミリーと捉え、「支えている」「支えられている」意識を持たせる

・指導対象、指導機会を増やす

・水域の有資格指導者をいずれかのアドバイザーとして一定期間、所属
させる

・一人一役、講習会の講師として得意分野の講座を担当する

(例)コーチ、一般向けボート教室、市民レガッタの運営、講習会講師

※「学校スポーツ」で育ったのだから

「学校スポーツ」に還元する

現行の「学校スポーツ」の枠を超えられるのであれば別の方策も?!

③競技者が指導者となるシステム



課題解決への糸口

○ボートができる水域ならではの経験者率を上げる

○必要な道具が揃っていることを最大限利用する

・小学校の宿泊体験に取り入れてもらう

・市民レガッタの改善

（例)水域を抱える全ての小学生にボート経験を、
市民レガッタに「子ども部門」を

※「大人のスポーツ」から「大人が支える

スポーツ」への転換

「ボートの人たちは紳士だ」「この人たちに預けたい」と思わせる

④特異な競技であることを利点に換える





４．課題解決への方策

指導者の願い

日本のボートをもっと強く、楽しくさせたい！

↓

だから有資格指導者を増やしたい

↓

様々なアイデアにより、有資格者が増えました！様々なアイデアにより、有資格者が増えました！

↓

【実習２】

「育った有資格指導者を自分の水域でどう活用しますか」



【実習２】

「育った有資格指導者を自分の水域でどう活用しますか」

実現の可能性にとらわれず、

あなたのアイデアを挙げてください

視点① 日本のボートをもっと強くするためには？
視点② ボートをもっと普及させる、人口を増やす

ためには？

視点③ 資格を取ってよかった、更新してよかった
と思わせるには？

個人１５分→ グループ内発表１０分 →代表発表５分



具体的方策

【日本ボート界の将来設計】

Ａ競技経験者→指導者となるシステム →③へ

Ｂマスターズ世代による環境整備

・財力のあるOB/OGに水域を整備してもらう

Ｃその土台を生かし、「子ども」をターゲットにする

(例)地区協会は未来への先行投資･･･市民レガッタ

「子ども部門」に特大の優勝トロフィーを寄贈。

①ボート競技の特性、競技の魅力を次世代へつなぐ

★この競技を「やってみたい」「やらせたい」という根っこ★この競技を「やってみたい」「やらせたい」という根っこ

＝＝ 競技経験者の思い競技経験者の思い



具体的方策

【日本ボート協会の知的財産（ソフト）提供】

Ａ月刊Rowingの情報を有資格者に電子データで提供

(例)ホームページからパスワードでダウンロード

Ｂ後援する講演会、講習会への資格保有者優遇

(例)参加費用の免除、一部免除など

②「資格を取ろう、更新したい」と思わせるシステム

★★★専門の更新講習が必要なのでは？★専門の更新講習が必要なのでは？

更新講習が重いと更新しない？更新講習が重いと更新しない？



具体的方策

○指導対象、指導機会を増やす
Ａボート教室、市民レガッタ運営、体験活動への協力【地区協会との連携】
Ｂ学校の部活動・クラブ活動へ外部指導者として協力【学校との連携】

○水域の有資格指導者をいずれかのアドバイザーとして一定期間、所属させる
Ｃ 資格指導者のポイント制による水域優遇【日ボ 指導者ポイント制】

(例)指導にポイントをつけ、優秀水域で有名コーチが指導者講習会

○一人一役、講習会の講師として得意分野の講座を担当する
Ｄインストラクター更新研修の講師

(例)各水域の課題に応じて都道府県協会が実施するため実情を知る者で

③競技者が指導者となるシステム

★「学校スポーツ」で育ったのだから★「学校スポーツ」で育ったのだから

「学校スポーツ」に還元できないか「学校スポーツ」に還元できないか









• 一人が抱えるのではなく、資格保有者により
得意分野を分担する

• 内容別にＡ～Ｆの６つの分野に分けてみては
どうか。

• 上記２資格取得のための講習を開催するに
あたり、ブロック単位（都道府県単位）で各講
習を行える人材を最低２名（コーチ１名、指導
員１名）は育てたい。

• ３資格の取得講習と更新研修を期限である４
年間でバランスよく巡回させたい。



具体的方策

○小学校の体験活動に取り入れてもらう
Ａ水域を抱える全ての小学生にボート体験活動を

(例) 浜松市天竜区の「ボートのまちづくり」取り組み･･･別紙参照
Ｂ クラブチームの社会貢献活動

(例) 実業団チームによる「総合学習のっとり作戦」･･･ボランティア休暇

○市民レガッタの改善
Ｃ 全国すべての市民レガッタに「子ども部門」を

④特異な競技であることを利点に換える

★「大人のスポーツ」から「大人が支えるスポーツ」へ★「大人のスポーツ」から「大人が支えるスポーツ」へ
「ボートの人たちは紳士だ」「この人たちに預けたい」と思わせる



天竜での取り組みについて

• 目的 天竜区の小学校８校では、小学校の間に必ず、
天竜ボート場でボート乗艇体験を経験する。

• 対象 小学校５年生
（二俣小は４～６年で毎年１回＋４小連合で１回＝在学中に計４回）

• 時期 夏～秋にかけて
（４校…将来の清竜中学学区と４校…将来の光が丘中学学区に分けて２回）

• 主催 天竜区
（区の職員約３名（ほぼ毎回固定）が対応）

• 主管 天竜楽漕クラブ
（都合がつく約３名が対応、対応するクラブ員は、仕事は有給休暇）



「育った有資格指導者を自分の水域でどう活用しますか」

①ターゲットは「子ども」 「マスターズ」を利用

④すべての子どもへ、競技経験者が全員で

②知的財産を提供し、更新の喜びを

③学校へ還元＋指導の継承者として


